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観念カリキュラム 

戦後、各学校でのカリキュラムつくりというの 

が実に盛んになった。これは一面において大変よ 

いことである。学習というものは、実際にある村 

のある生徒が活動するのであって、その学習活動

をどうするかは、その生徒がどういう生徒である

か、どういう環境で生活して具体的にはどれだけ

の学習ができるかということを知っている教師

が計画する以外には手はないのである。だからカ

リキュラムは文部省や教育委員会でつくるもの

でない。その意味で各学校でのカリキュラムつく

りがはやったというのは、よいことである。今ま

でやらなかったのがおかしいことであったので、 

はやったというのは、熱にうかされたようにそれ

にとりくんだので、そう見えたのである。最近は

ようやく落ちついてきて、はやらなくなったよう

に見えるが、地道になってきているともいえよう。 

もっとも熱にうかされた人たちの中には、もうす

っかりカリキュラムということばを忘れたかの

ような顔をしている人もいる。 

そこに問題があるのではないだろうか。という 

のは、カリキュラムつくりということが、そう簡

単にはやったり、すたったり、また熱にうかされ

たり、忘れはてたりするものとし、一般に受けと

られていたということが問題だということなの

である。そこには、カリキュラムつくりについて

おそろしくピントのはずれた考え方があるので

はないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの学校にりっぱな、分厚な東京都の電話帳

のごときカリキュラム、○○プランというのがで

きているが、多くの場合、それがほこりをかぶっ

て、書棚にのっているだけであり、見たこともな

い先生が多くいたり、見てもよくわからないとい

う先生がいたりする。学習の実際の場面をみると、

そのカリキュラムと称するものとは以ても以つ

かぬようになっている。 私のよみ方がわるいの

かしらないが、どう読んでも今行われている学習

はプランとは関係がないように思われるという

場合が多いのである。私はその場合、この学校に

カリキュラムがないなどとは考えない。現に行わ

れている学習がカリキュラムだと思う。そうする

と、この印刷されたものは何かということになる。

然し私はそのことは、もう問題にしない。それは

無いものだと思うことが一番事態がはっきりす

るのである。 

 ところでこう考えると、現にあるところの、そ

の実際に行われている学習の系列であるカリキ

ュラムであるが、それがいかにも貧弱につくられ

ているのである。あれほどカリキュラム作りがあ

ったにかかわらず、一向その現実の場のカリキュ

ラムはりっぱにつくられていないではないかと

いう気がする。現実のカリキュラムは、ただ理科

の教科書を読んで、説明していくというふうにし

かつくられていないのである。観察や実験の設備

や準備も一向戦後 10 年間つくられてきたように

思えない。まったくその場の思いつきのものか、 

昔のままで一向改善されつくり直されていない
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設備かである。先生と生徒の考えていくすじみち

や話合っていくすじみちも、一向洗練されていな

い。その場の出たとこ勝負であるという感がする。

もちろん相手が人間だから先生のやり方もその

場その場できめられるのだが、その準備がいかに

も足りないのである。 

だから、カリキュラムつくりは今まで行われて

はいなかったと断定せざるを得ないのである。す

べての学校がそうだとはいわない。中には大した

学校もあり、りっぱな授業をみせてくれる先生も

いる。が概してみると、そうでない。大部分は 20

年昔のカリキュラムである。 

 戦後 10 年のカリキュラムの傾向を考える前に

こういう最も根本的な反省が行われる必要があ

るのではないか。やれ生活カリキュラム、やれ単

元学習、やれ問題解決といっても、それは観念カ

リキュラムの上の話でしかない。机の上のプラン

でしかない。そうなればよいという夢でしかない。

現実にかえると、とたんに昔のままのカリキュラ

ムになる。これでは、どんな理論が語られようと

それは単なるお題目でしかない。そういうカリキ

ュラム研究や、論議や、カリキュラムつくりをや

めなくてはいけない。 

 一体カリキュラムをつくるということが、考え

てみればおかしいことなのである。白紙に地図を

かくように、つくるものでないのである。つくる

より前に現に今行われているものがあるのであ

って、それは先生や生徒の行動を決定している。

環境もちゃんと具体的なものがある。それをきり

かえていくことである。これについてはよいたと

えがある。 

 東京の新宿駅が今プラットフォームの拡張を

やっている。ホームの幅をひろげて、線路を移動

していくのである。しかし、ひろげる、移動する

といってもそれは毎日使用しているホームであ

り線路である。だからよほどうまくやらねばなら

ぬ。平常通り電車をうごかしながら、いつの間に

か新しい幅の広いホームができ、それにしたがっ

て、新しい線路を電車が走るようにしなければな

らぬ。この切かえの順序は実に巧みなものである。

これはなかなかことばで説明できない。しかしそ

れは、実に細かく計画され、段階をふんで行われ

ている。そうして、いつの間にやら、見ちがえる

ようなりっぱなホームを使って乗降しているこ

とに気がつく。 

 カリキュラムの改造もこういうように考え行

われなければならぬ。つまりでき上った形がただ

机上で考えられているだけでは、カリキュラムで

もなんでもない。それがカリキュラムになるため

には、つまりその設計図のように現実をつくりか

えるには、どういう順序で、現実のどこにどうい

うように手を入れていって、だんだん切りかえる

かという計画が立てられなければならない。設備

をどうするか、どういう教材を準備するか、その

順序はどこからはじめてどうするか、などという

ことが一つ一つ計画されなければカリキュラム

は改造されない。 

 今までのカリキュラムつくりや、カリキュラム

研究では、そういうことは考えられていないし実

践されていない。これが、カリキュラム形態論が

はやり、観念カリキュラムがたくさんつくられた

にもかかわらず、現実にカリキュラムはかわらな

いことの理由なのである。これはカリキュラムを

問題にすることの深さの問題である。教師の頭の

中でしか考えられないか、学習の現場で考えられ

るかということである。教師の頭の中でいくら夢

を描いてもはじまらない。そういう観念カリキュ

ラュム論の時代は一刻も早く克服しなければな

らぬ。カリキュラムの傾向をいくら論じても、そ

のカリキュラムそのものが宙にういているので

は話にならない。戦後のカリキュラムの傾向の最

も問題とすべき点である。 

生活学習 

戦後カリキュラムについては、生活とか経験と

か、問題解決とか、さまざまな要求が一どきに出

た。昔の教育はいわゆる教科書講読主義であると

いわれ、そういう構造のカリキュラムを改編しよ
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うということがそういう事態を生んだといって

よいであろう。生活理科などということは必ずし

も戦後にだけ言われたことではないが、昔流の教

育を比判し、新しい教育をつくろうとする意欲は

戦後にとくに著しかったといえよう。 

 もちろんカリキュラムについて、こういう問題

がやかましくなったのは、単に理科ばかりではな

い。否むしろ理科は後からついていったのであっ

て、カリキュラム運動ともいうべき戦後のブーム

状態は、社会科を中心にしてまきおこったのであ

る。そこから生活とか、問題解決とか、経験とか

も、特殊な様相をもって考えられているのである。

そこから理科のカリキュラムについて根本的な

突込みがなされなかったという傾向があるので

はないだろうか。その辺のことを検討してみたい。 

いわゆる教科書講読主義というもののアンチ

テーゼとして生れたところのものは、具体的には

何であったろうか。特に理科の場合についてはど

ういうものであったか。教科書教育といっても純

枠に教科書を読んでいくだけの学習のみが批判

されているのでない。もちろんそういうものは純

粋型といわるべきものであろうが、そういうのは

少ないのであって、多くは観察や実験を多少は行

っているものとみてよい。しかしその観察や実験

が、書かれた概念をおぼえていくという学習形態

の中に位置づけられているのである。概念をおぼ

えるための観察や実験というのは、本当に見てい

ることにはならない。そもそも見るというのは見

る対象について、何かを見とってくるのである。

一つの対象については一つのことだけが見られ

うるのでなく、さまざまなことを見とることがで

きるのである。一つの対象をどういうものとして

見るかは見る者の観点によるのである。観点が進

歩し、充実していくのが科学の進歩である。石炭

が燃える石としか見られない段階から、観点の進

歩によって、さまざまなものを含んだものとして

見ることができるようになったのである。そこに

は科学がある。この観点が、まったく固定した至

上命令のごときものとして、外から与えられては、

物をみることにならない。この観点が、一つの観

点として、自分で自覚されたものであって、はじ

めて本当に見たことになるのである。これが問題

をもってみるとか、経験させることが必要とかい

われるゆえんなのである。 

 概念をおぼえるのでなく、概念を自得させるこ

とが大切なのである。この点は自然現象に対して

も、社会現象に対しても同様である。概念を自得

させるにはどうするか。人はだれも、子どももお

となも、あるものを見ようとしたときには、その

時における観点をもっている。それは、はじめは

体系的、組織的になっていない。習慣的にただみ

ているのである。自覚されていない。それはあた

かも、レヴィ・ブリュールが言うように、野蛮人

は驚くほど合理的に行動するが、それを説明する

ことはできないということとおなじである。 

科学はその観点を合理的に体系的に自覚した

ものである。理科の学習で最も大切なことは、だ

から、その自分の習慣的行動、習慣的観点のくみ

かえをすることである。断片的概念が与えられて

も、そのくみかえにはならない。自らが概念を自

得する過程の中に、合理的世界像ができ上るので

ある。これが問題をもって、自ら対象にぶつかり

つつ学習していくことなのである。 

生活ということが言われるのも、実はおなじこ

となのである。自分が今もっている観点は、今ま

での環境においてつくられたものであり、その環

境がどうみられているかということは、その環境

を見る観点をどうもっているかということと同

じことである。見方をかえるというのは、その環

境がちがった姿においてみられていくというこ

となのである。同じ世界が、まるでちがった相を

もってあらわれてくる。そこにちがった見方が身

についたのである。理科の学習はそういうように、

子どもの通俗的世界像を、科学的世界像につくり

かえることなのである。あたかも動物の変態のご

とく、おなじものがまるで異なった構造をもって

あらわれるのである。自分の世界をつくりかえる

ことが理科の学習であり、それが自分の目がかわ
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ったことなのである。生活とは、そういう学習の

地盤であり、対象であり、世界像を生み出す根源

なのである。 

 こう考えると、戦後言われたことは、大変重要 

な問題を含んでいるのである。人間形成の根本問

題にふれることなのである。ところが、一般に理

解されているところではきわめて皮相な理解で

しかない。 

 したがって生活というのがまたきわめて通俗

的にしか考えられていない。生活というのは、今

もっている世界像のことなのである。しかし、そ

うは一般には考えられない。生活の問題は、世俗

的な問題なのである。そうして理科は世俗の生活

的問題を処理するためのものだと考えられる。た

とえば食物をくさらせないようにするために、冷

蔵庫の使用法を教えたり、かんづめにすることを

教えたりすることが理科だと考えられている。こ

れこそ新しい信仰を与える教育でしかないでは

ないか。大切なのは原理なのである。その原理を

自ら発見することなのである。ところがそれはす

っかり忘れられていて、生活の問題をとりあつか

ったという満足で一ぱいになっている。早わかり

的生活技術教育であろう。書物で新書版という手

軽なものがはやるのとおなじ現象である。これで

は正しい自然科学的世界像をもった人を育てる

ことはできないではないか。 

カリキュラムの改造 

すこし話が現におちすぎたようである。しかし

私は理科の教育が、これからの日本人の物の考え

方、見方をつくる上に最も大切なものであると思

うから、その根本的な考え方を追究してみたので

ある。戦後のカリキュラムの運動が、きわめてよ

いものをねらっていながら、現実において、そう

いう方向にいっていないところに問題があるこ

とを明らかにしてみたのである。そしてその根本

の一つは観念カリキュラム論により、その二は自

然科学的考え方に対する理解の浅さに問題があ

ることを見たのである。 

これまで述べたことは、いずれもカリキュラム

自体のことでないように考えるかもしれない。な

るほどこれまで問題にされたカリキュラム論は

主として形態論であり、やれ生活カリキュラム、

やれ関連カリキュラム、やれコア・カリキュラム、

などということであった。ところが考えようによ

っては、そんなことは枝葉末節ではないか、要は

現実の学習が一つ一つ正しく行われることであ

る。それはカリキュラムという点からいうと、先

の方のこと、末のことかもしれない。まず全体の

体系があって、それから学習が行われる。その全

体の体系がカリキュラムというもので、それが根

本であるといった考え方が、カリキュラム論の筋

道である。しかし、それは理論としてまことにも

っともであるけれども、現実のカリキュラムを改

造していく点から言うと、さか立ちになるおそれ

がある。全体的なこと、印象的なことは、いくら

論じても、現実のカリキュラム改造にはならない

のである。 

現実にわれわれがもっているカリキュラムは、

単に考え方の問題でなく、行動の形態であり、習

慣なのである。一つ一つの具体の所までちゃんと

そういう習慣ができているのである。そしてでき

上っているものがいわゆる教科書学習であり、教

科書講読カリキュラムなのである。これを改める

には、一つ一つ具体の場面で行動そのものを切り

かえていかなくてはならぬのである。それはあた

かも、理科の学習が一つ一つの問題について世界

像を切りかえて、そのつみあげによって、自然科

学的世界像をつくりあげるように、ちょうどその

まま理科のカリキュラムの切りかえも、一つ一つ

の問題について切りかえていき、その積みあげを

していかなくてはならぬのである。 

こういう問題として、カリキュラムの改造問題

をおいてこなくては、カリキュラム改造の新しい

気運はこのまましぼんでしまうのではないか。つ

まり、それはカリキュラムの要素である単元の問

題から出発することである。しかし、単元論をや

れなどということではない。その現実的な改造を
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考えるべきである。ということは、つまり、その

単元の所で、子供の世界像がいかなるものか、そ

れをいかに切りかえるのか、その方向はどうなの

か、そのための経験とは具体的に何であるか。つ

まり教材は何か。その場合の科学的思考はどうあ

るべきか、などということが、考えられなければ

ならない。 

そういうものの積みあげが、カリキュラム改造

になっていくのである。ローマは一朝にしてなら

ずというが、カリキュラム改造はまさにそういう

ものであって、今まで数十百年の伝統をもつもの

を、わずかの期間に改造しようとしてもできない

ことである。カリキュラムつくりをやる学校が 1

週間とか１か月ぐらいで電話帳カリキュラムを

つくったりするのをみると驚くばかりである。カ

リキュラムとはそんなものではない。少なくとも 

5年 10年という計画で、計画的に行わなければな

らぬのである。そういう点が戦後はまだ欠けてい

たのである。個人の、あるいは個々の学校の思い

つきのスタンドプレーのごときものが多かった

のであって、本当のカリキュラム改造を考えた人

は少なかったようである。 

こう考えてみると、カリキュラム改造はもっと

ちがった体制がとられなくてはならぬことにな

る。紙数がないから簡単に述べるが、私はカリキ

ュラムの改造は、地域社会の共同体制によって行

われるべきだと思っている。各学校がいくつかの

単元を分担して、具体的に実践し、相互にひれき

し合って多くの教員の批判によって、しだいに具

体的な単元計画としてつくりあげていく。もちろ

ん研究といっても具体的に実践しながら研究す

るのであるから、施設・設備や教材のことも考え、

実際にととのえていくのである。そうして、一つ

の学校で行われたよい例は他の学校もそれをと

り入れる。他の学校もそれぞれ研究して、ほかの

学校にその結果をひれきする。このような分業が

行われ、共同されることが最もよいことだと思う。

こうして 5 年 10 年をかけることが、本当のカリ

キュラムを生み出すもとである。戦後10年して、

今何が生み出されたか、大いに考えてみる必要が

あろう。 

（国立教育研究所教育内容研究室長） 

 


